
【事業の目的】
江原道と鳥取県内の障がい福祉関係者の交流を促進することにより、相互理解と友好を

深め、本県の障がい福祉施策の一層の発展を図る目的に、江原道内の福祉事業者等を対象
に鳥取県が行っている「あいサポーター研修」を行い韓国（江原道）での障がい者施策や、
民間事業者の取り組みを視察、障がい者施策に係る啓発研修等を鳥取県訪問団員が受講し、
鳥取県及び江原道での「あいサポート運動」の推進及び互いの交流につなげる。
【メッセンジャーの皆さんからの一言】
江原道知事には堅く畏まる雰囲気ではなく和やかにお話して

いただき感激し、道民から“じゃがいも知事”と慕われている
ことも納得のいく愛称でした。田中秀さん
国は違っても障がい者への理解を浸透させていくことは、簡

単ではない事を感じました。私自身、あいサポート運動に関わ
らなければここまで理解を深める機会はなかったと思っていま
す。行政側と民間側が一つの目的に向けて動ける活動としてあいサポート運動は身近で多
くの可能性を秘めている運動だと感じました。松田さん
福祉施設等の視察をはじめ、従事者の方や当事者の方と意見交換をすることで、障がい

者を取り巻く現状や従事者の工夫や取組みを感じることができ、
大いに刺激を受けた交流でした。田中功さん
鳥取県・江原道交流事業の中で、江原道の障がい福祉関係に

向けて、「あいサポーター研修」実施しました。江原道は平成
２６年に鳥取県とあいサポート連携協定を結んでおり、とても
暖かい気落ちで受けれて頂きました。今後も障がい理解・共生
社会に向けて進んで行きたいと思いました。今西さん
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◆障がい者スポーツフェスティバル＠鳥取産体が開催されます！！

障がいの有無に関わらず、誰もが一緒になって様々なスポーツを楽しみ、
スポーツを通じて交流することにより、心身の健康保持増進を図ると共に、
県民が共に暮らしやすい地域社会（共生社会）を実現するという、鳥取県の「あいサポー
ト」運動を体現出来る場を提供することを目的に、鳥取県あいサポート・スポーツフェス
ティバルを開催します。

日 時：11月12日（土）午前の部10:00～ 午後の部13:00～
会 場：鳥取県立鳥取産業体育館（鳥取市天神町50-2）
交流種目：卓球、フライングディスク、スポーツチャンバラ、
パットゲームスター、卓球バレー、ふうせんバレーボール、
ボッチャ、ニュースポーツコーナー（スカットボール・羽根っこ
ゲーム・カローリング）、レクリエーションコーナー（輪投げ・
バッゴー・ラダーゲッター）
参加賞：交流種目はスタンプラリーを実施し、スタンプが５個以上揃った方に

午前の部・午後の部別に先着順で各２００人に記念品を進呈
主 催：鳥取県、一般社団法人鳥取県障がい者スポーツ協会

写真掲載

参加費
無料

韓国江原道にてあいサポーター交流をしました



【問合せ先】 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 福祉振興部
電話：0857(59)6344 FAX：0857(59)6340 Eﾒｰﾙ：vc＠tottori-wel.or.jp

※掲載した情報等の詳細については、鳥取県社会福祉協議会へお問い合わせください。
また、障がい福祉に関するイベント等の情報提供をいただければ幸いです。

新たに６の企業・団体が“あいサポート企業・団体”に認定されました！

東京海上日動火災保険株式会社、株式会社チュウブ、加登脇建設株式会社、
トーハク解体有限会社、鳥取県立武道館、国立大学法人鳥取大学

認定番号順/平成28年6月23日～平成28年10月３1日現在）

あいサポーター、あいサポート企業・団体の現況
平成２8年9月末現在

◆ あいサポーター：３３２，９３３人◆

（鳥取 66,137人、島根 30,419人、広島 162,984人、長野 38,858人、奈良 13,458人、

埼玉（富士見市、三芳町、秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町) 3,547人、山口 8,600人、

岡山 8,330人、和歌山 600人）

◆ あいサポート企業・団体：企業・団体◆

（鳥取 327、島根 150、広島 486、長野 71、奈良 43、埼玉 1、山口 77、岡山 63）

お知らせ

あいサポーター地域実践塾開催

会 場 日 時／場 所

中部会場 平成28年11月16日（水）・11月24日（木）まなびタウンとうはく ほか

時間はいずれの日程も 9:30～16:00

※研修開催の詳細は、鳥取県社会福祉協議会のHPで御確認ください。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

江原道でのあいサポート研修では参加者の皆さんがとても熱心で、言葉は違ってもみなで
一つになれた感じがしました。韓国での障がい福祉の取り
組みや意見交換・施設見学等、「あいサポート運動」を通
して国際交流できたことはとても貴重で充実した日々でし
いた。今後も、自分にできることを少しずつでも進めてい
けたらと思います。石田さん
普段福祉の現場で立ち止まり考える事の多い自分にとっ

ては、関係者の方との意見交換や視察を通じて日々の自分
自身の支援や活動を振り返る機会になりました。自分の出
来ることからまたはじめていこうと思います。福田さん
施設見学や現地の方に話しを伺い、意見交換を通じて理解することが出来ました。障がい

事業についても熱心に取り組まれており鳥取県との共通点を感じました。これからもこの経
験を活かしてメッセンジャーとして取り組んでいきたいと思います。徳岡さん

12月3日より9日までの7日間は、内閣府が定めた2016年の「障害者週間」です。


